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Ⅰ．緒言
　総合大学である聖徳大学は、2016年から各学部・学科ごと
にWebサイトを立ち上げ、2017年度ですべての学部・学科の
Webサイトが完成に至った。人間栄養学部（以下、本学部）
の学部Webサイトは、2017年２月１日にリニューアルされた。
今回の研究までの経緯を示せば、田村ら１）は、大学のWebサ
イトは受信者が発信者となる必要があり、学生が構築する内容
の考慮も必要であると報じている。青地ら２）は、学生目線か
らの学部Webサイト像と閲覧の現状についてアンケート調査
を行い、その結果を踏まえ2016年12月より2017年１月にかけ学
部Webサイトを構築し、2017年２月より公開するに至った。
　本学部では2017年度において２回、SEO（SearchEngine
Optimization）対策の一環としてリスティング広告に踏み切っ
要旨
　学部Webサイト閲覧状況およびオープンキャンパスとの関連性を検討した。学部Webサイトの2017年４月から
2017年12月までの平均セッション数は98件/日であるのに対し、2018年１月より2018年８月までは138件/日で
増加傾向を示した。2018年２月13日においては、学部Webサイトの最高セッション数である262件/日を記録した。
４月においては、全学Webサイトに対する学部Webサイトの割合が昨年より2.3％増加し、平均7.7％となり2018
年８月まで横ばいで推移している。月別平均セッション数と月別記事更新数の関係はρ＝0.684＊＊（p＝0.001）
であった。リスティング広告については、リスティング実施１（期）、２（期）ともリスティング実行前、休止期、
リスティング実行後との間に有意差が認められ、リスティングのセッション数増加効果が判明した。また、AO・
指定校推薦入試希望者では、オープンキャンパスを１回のみ来校した者より２回来校した者の方が、全学Webサ
イトより学部Webサイトへの閲覧数が高いことがわかった。
キーワード
　学部Webサイト，リスティング，オープンキャンパス，ランディングページ（LP），Googleアナリシス
Abstract
　The browsing status of the department website and its relationship to the open campus were examine. Although 
the department website registered a visitor count of 98 instances per day from April to December 2017, from 
January to August 2018, it has shown an increasing trend of 138 visits per day. In 13th February 2018, the 
department website recorded a maximum visitor count of 262 instances in one day. In April, the ratio of visits 
on the department website in comparison to those on the university-wide site had increased by 2.3% over the 
previous year, reaching an average of 7.7% and remaining constant thereafter to August. The relationship 
between the average visitor count by month and the number of article updates by month is ρ = 0.684＊＊ (p=0.001). 
Regarding the listing of advertisements, a significant difference was found between listing implementation period 
1 and listing implementation period 2, as well as among the period prior to listing, period of inaction, and period 
following listing, thus confirming that the listings have the effect of increasing the visitor count. Further, among 
the main reasons for interest in the open campus, it was shown that those AO/entrance examination applicants 
recommended by the designated schools who visited the school twice rather than once had greater interest in the 
department website in comparison to the university website.
Key words
　Department website, listings, open campus, landing page (LP), Google analysis
学部Webサイトの現状と展望
川村 千波＊１　廣木 奈津＊２　佐々木 弘子＊３　後藤 潔＊４　青地 克頼＊５
 
Current Status and Outlook of  the Department Website
KAWAMURA, Chinami, HIROKI, Natsu, SASAKI, Hiroko,
GOTO, Kiyoshi and AOCHI, Katsuyori
 

＊１：聖徳大学人間栄養学部人間栄養学科・講師／＊２：聖徳大学人間栄養学部人間栄養学科・講師／＊３：聖徳大学人間栄養学部人間栄養学科・教授／
＊４：聖徳大学人間栄養学部人間栄養学科・教授／＊５：聖徳大学人間栄養学部人間栄養学科・准教授
川村 千波　廣木 奈津　佐々木 弘子　後藤 潔　青地 克頼 研究ノート　学部 Web サイトの現状と展望
― 38 ―
た。これを受け今回は、2017年に行われたSEO対策の効果を評
価した。高橋ら３）はWeb上の技術的な問題点をなくすことは
SEOにも有効であり、特にWebサイトの定期的なPDCAサイク
ルを意識することが必要であると報じている。本学部のWeb
サイトが開設から１年６か月を経たこともあり、検索エンジン
を利用して学部Webサイトを上位に表示させるために、トッ
プメニューやイメージ画像などの効果を判定し、PDCAを実施
することが学部Web担当者に求められている。
　そこで今回は、全学Webサイトにおける学部Webサイトの
寄与と同時に、学部Webサイトのメニューごとの閲覧状況も
合わせて評価した。さらに岡本４）によればオープンキャンパ
スの来場者数は開催日直前の学部Webサイト閲覧者数から推
測する方法も有効であると報じていることから、本学部オープ
ンキャンパスと学部Webサイトの閲覧等についても合わせて
検討したので報ずる。
Ⅱ．方法
１）全体の概要としてGoogle社の解析ソフトであるGoogleア
ナリシスのユーザー概要注１）より、2017年４月１日から2018年
８月22日までの全学Webサイトおよび学部Webサイトのセッ
ション数を求めた。なお本データについては、入学センターよ
り提供していただいた。Googleアナリシスのユーザー概要よ
り、学部Webサイトを立ち上げた2017年２月１日より2018年
８月22日までの月別のセッション数を算出し記事更新回数との
関係をノンパラメトリックな正順位相関分析で検討した。
２）今回のリスティング広告のキーワードには「管理栄養士＋
大学」、「管理栄養士＋国家資格」を用いた。さらに「女子大」
など栄養系学部のニーズに合ったキーワードを予測のもとに実
施した。リスティング広告の効果判定として、2017年４月１日
～８月２日をリスティング広告実行前（期）、2017年８月３日
～10月31日をリスティング広告１（期）、2017年11月１日～12
月14日をリスティング広告休止（期）、2017年12月15日～2018
年３月26日をリスティング広告２（期）、2018年３月27日～８
月22日をリスティング広告実行後（期）の５つの区分に分け、
Webサイトの日ごと閲覧状況にピークが認められることより、
セッション数についてクラスカル・ウォリスの検定を行った。
その後の多重比較検定は、グループ変数の値ごとに「ペアごと
の比較」を行い、その後の多重比較の代用とした。またGoogle
アナリシスの行動概要注２）と合わせて検討した。さらに、リス
ティング広告の対費用効果について、資料請求の数をCV数と
して集計した。
３）オープンキャンパス来場者のオープンキャンパス開催を
知った主要な理由と全学Webサイト、学部Webサイトの関係
を分類集計した。
４）2017年２月１日の学部Webサイト開設から2018年８月22
日までのページビュー数をGoogleアナリシスの集客概要注３）を
用い検討した。
５）統計解析はIBMSPSSStatisticsVer.22.0を用いた。有意水
準はすべてp＜0.05とした。
Ⅲ．結果
１）学部Webサイト概要
　学部Webサイトと大学Webサイトのセッション数の日ごと
の比較を示した（図１）。学部Webサイトは2017年４月１日か
ら12月31日までの平均は98件/日であるのに対し、2018年１月
１日から８月22日までの平均は138件/日であった。特に2018年
２月13日には、学部Webサイトの最高セッション数である262
件/日を記録した。一方、全学Webサイトの2017年４月１日か
ら12月31日までにおけるセッション数は平均1602件/日、2018
年１月１日から８月22日までの平均は1751件/日であった。全
学Webサイトのセッション数に対する学部Webサイトのセッ
ション数の割合が2017年４月では平均で5.4％であったが、一
年後の2018年４月では平均7.7％と、2.3％増加し、その後2018
年８月22日まで横ばい傾向である（図２）。セッション数/日の
月別平均と記事更新数の推移を示した（図３）。学部Webサイ
トが立ち上げられた2017年２月では60件であった一日当たりの
セッション数の月別の平均は、折れ線グラフに示す通り８月ま
で上昇を続け、その後一端低下したが2018年の１月に再度上昇
し、２月をピークに横ばいとなっている。一方、記事の更新回
数は、棒グラフに示す通り2017年２月１日から2018年８月22日
まで平均で８回/月を上回っている。特に記事更新の頻度が高
かった２月はセッション数の月別平均も高かった。セッション
数の月別平均と記事の月別更新数の関係を分析した結果、相関
係数はSpearmanρ＝0.684＊＊（p＝0.001）であった。
２）リスティング広告について
　学部Webサイトにおいてキーワードを利用しリスティング
広告を実施した結果のセッション数の分布を示した（図４ａ）。
学部Webサイトおよび全学Webサイトのセッション数につい
て、５つの期に分け解析した。その結果、学部Webサイトの
各期における中央値は、リスティング広告実施前（期）93、１
（期）112、休止（期）77、２（期）116、実施後（期）143であっ
た。対照として、全学Webサイトにおけるリスティング広告
期間ごとのセッション数の分布を示した（図４ｂ）。全学Web
川村 千波　廣木 奈津　佐々木 弘子　後藤 潔　青地 克頼 研究ノート　学部 Web サイトの現状と展望
― 39 ―
サイトの各期における中央値はリスティング広告実施前（期）
1599、１（期）1640、休止（期）1546、２（期）1694、実施
後（期）1767であった。期ごとのセッション数についてクラ
スカル・ウォリスの検定を行った結果、全学Webサイトでは
H=21.38、自由度４、学部WebサイトではH=163.74、自由度４
となり、有意な主効果が認められたため、多重比較検定を実施
したところ以下のような有意差がみられた。学部においてはリ
スティング広告１－２（期）を除くすべての組み合せで有意差
を認めたが（図５、表１）、全学においてはリスティング広告
実行前－リスティング広告実行後およびリスティング広告休止
期－リスティング広告実行後においてのみ有意差が認められ
た（図６、表２）。さらに、各期における学部Webサイトの参
照元メディアの割合を検討した結果、リスティング広告実行前
（期）ではreferralが54.9％とトップであったが、リスティング
広告１（期）以降directがトップとなった。リスティング広告
１、２（期）ともGoogle、Yahooからの参照が増加したが、リ
スティング広告休止（期）にはGoogle、Yahooからの参照が減
少した（図７）。最後に、リスティング広告のCV数を示す（表
３）。CV数は、１（期）ではYahoo１件、Google６件、２（期）
ではYahoo４件、Google15件で計26件であった。
３）学部Webサイトとオープンキャンパス
　オープンキャンパス開催を知った理由について2017年度と
2018年度を比較すると、「大学のWebサイト」と「大学からの
はがき」の割合が減少し、学部Webサイトの割合が増加した（図
８ａ、ｂ）。さらに、オープンキャンパスを知った主要な理由
について、「大学のWebサイト」「学部のWebサイト」と回答
した高校生を「１回のみ来校者」と「２回来校者」にわけて入
試別にわけて集計した（図９ａ、ｂ）。２回来校者のうち、AO
入試、指定校推薦入試を希望する者では、１回のみの来校者に
比較して、学部Webサイトの閲覧者が多いことがうかがえる一
方、一般入試、センター入試を希望する来校者では学部Web
サイトの閲覧者数は同様の傾向はみられなかった。またオープ
ンキャンパスの１週間前と２週間前で学部Webサイトのセッ
ション数を比較したが、2017年６月11日のオープンキャンパス
の１週間前と２週間前のみ有意差が認められた（p＝0.04）（図
10）。学部Webサイトの開設時よりのページビュー数によるラ
ンキングは、１位は学部トップページ、２位はランディングペー
ジ（LP）、以下20位まで示し、トップメニューの学内実習実験
施設は26位であった（表４）。さらに学部Webサイトのリスティ
ング広告期間ごとのページビュー数のランキングを５位まで示
した（表５）。
Ⅳ．考察
　図１に示したように全学Webサイトがプロモーションを
行っていないことから、全学Webサイトを比較対象として学
部Webサイトとの比較を行った。この対比が良いかは検討の
余地があると思われる。全学部が総力をあげセッション数を挙
げているのであれば、学部Webサイトの総合計を比較の対象
とした方が良いのかもしれないが、すべての学部で同様のプロ
モーションをかけていないこともあり、全学Webサイトを比
較の対象としたが限界があると推察される。いずれにせよ学部
Webサイトの開設から１年が過ぎ、学部Webサイトは順調な
推移を遂げていると思われるが、今後の戦略がなければ現状維
持のままになってしまうことが危惧される。そこで今回は、人
間栄養学部はプロモーションの一環としてリスティング広告に
踏み切った。対費用効果を判定する指標であるCV数であるが、
一般のWebサイトでは購買数などで判断がなされるが、学部
のWebサイトではリスティング広告が入学に結びつくことを
直接判断することは不可能である。資料請求がCV数として挙
げられており１（期）ではYahoo１件、Google６件、２（期）
ではYahoo４件、Google15件で計26件であった（表３）。他学
部よりCVが出やすかったとの報告があるが、どれだけの差が
あったかは明確ではなかった。
　大学のWebサイトを管理する業者からの報告ではリスティ
ング広告の効果を判定する要因に欠けたため、今回独立サンプ
ルによるクラスカル・ウォリスの検定により全学Webサイトと
学部Webサイトを比較検討したところ、結果に示したように学
部Webサイトは、リスティング広告期間中とリスティング広
告期間外の中央値に有意差が認められた。リスティング広告１
（期）、２（期）はその前の期より、セッション数が上昇したこ
とになる。全学Webサイトでは、リスティング広告の影響は
受けていないが、学部でリスティング広告をしていた１（期）、
２（期）ともリスティング広告休止（期）よりやや増加してい
る。全学Webサイトはリスティング広告実行前（期）、リスティ
ング広告休止（期）、実行後（期）と有意な差が認められ、学
部でのリスティング広告の実行効果が増大した可能性の影響が
否定できない。阿部５）は、リスティング広告はSEO施策と併
せて利用することで相乗効果を狙うことを述べている。つまり
特定キーワードで検索するユーザー数を増やす必要があると警
告している。本学部は、比較的特定のキーワードで検索し得る
可能性が高いので、学部Webサイト内でもそのようなキーワー
ドに対する対策が今後必要であることは言うまでもない。効果
のあるキーワードに１（期）では「管理栄養士＋大学」「管理
栄養士＋国家資格」、２（期）では「女子大」「栄養士」を含む
キーワードが見られた。１（期）では生徒が管理栄養士を狙い
検索をかけている可能性が示唆されるが、２（期）の12月15日
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以降では、「女子大」のキーワードにおけるCV数が高かったと
の評価であるが、例数が少なく統計的な差は示すに至っていな
い。また２（期）ではターゲットがLPによることもCV獲得数
に「女子大」が大きく影響したのかもしれない。本稿では直接
触れていないがLPの対策も今後重要であると思われる。「女子
大」のキーワードで引き寄せられたユーザーをターゲットにす
るのであれば、視覚的に情報量が少なくても短時間で学部を認
識することができるLP構築が必要と思われる。今後のリスティ
ング広告対策では、地域ターゲティング、性別ターゲティング、
年齢ターゲティングなどの対策も必要である。またデバイスの
選択によりスマートフォンに向け対策を練るなどしてCV単価
を下げ効率的な運用を図る必要もあると思われる。
　森井ら６）は、Webサイトの有効性に関する考察のなかで、ユー
ザーの問題解決として機能するWebサイトの構築が重要であ
り、セグメント化されたユーザーへのアプローチが重要である
と報じている。一般に大学といっても多くの学部・学科があ
る。本学部である人間栄養学部は大学生の総数のパイから考え
れば細分化されたセグメントであることは間違いない。従って
Webサイトからの集客が狙える学部であり、これらはリスティ
ング広告のキーワードからも判断されたと思われる。前報で青
地ら２）が学生目線にこだわった点はそこにあり、学部１年生
は比較的高校生目線に近いと評価した。長谷川ら７）は入学前
のWebサイト訪問状況から検索キーワードについて、「名古屋
文理大学」が最も多く、「地名＋栄養士」などもあると報じて
いる。しかし、本学部のリスティング広告のキーワードを「聖
徳大学」とすると「受験生応援サイト」など全学のサイトを閲
覧してしまうため、学部のSEO対策としてキーワードは「栄養
士＋大学」とした。このキーワードは、管理栄養士養成校とい
う専門性の高い学部・学科では有効であると思われる。図７に
示したようにリスティング広告期では、Organicsearchの割合
が増加したが、2018年８月22日でもリスティング広告２（期）
以降その割合は大きく変動が見られずGoogle、Yahooなどは安
定した参照メディアに推移してきたことは、学部Webサイトが
検索エンジン等にヒットしやすくなってきたからかもしれない。
referralにはメールなどからの参照もあるが、高校生に配信さ
れているLINEからの参照ではないかと推察される。オープン
キャンパス開催を知った理由としては、学部Webサイトの位
置づけが明確化されたと思われる。高校生の中には、リスティ
ング広告のキーワードでも「聖徳大学」より「栄養」など本学
部に直結するキーワードが用いられたこともあり、今後学部
Webサイトの充実および同系列のWebサイトとの差別化など
も視野に入れなければならない。オープンキャンパスの来校者
でも２回目のAO・指定校推薦入試を希望する者では学部Web
サイトへの関心が高まっていたが、一般・センター入試を希望
する者は学部Webサイトへの関心が低かったことは、これらの
受験者では管理栄養士について学部Webサイトから閲覧の意
思が低いか、あるいは全学に見られる特待制度に関心があるの
か今回は判断がしがたい状況である。長谷川ら８）は、「オープ
ンキャンパスを何で知りましたか」の回答で、資料請求により
知った者の割合より、大学のHPで知った者の割合が高いと報
じている。今回のわれわれの研究では、オープンキャンパス直
近のセッション数の比較を開催の１週間前と２週間前の間で検
討したが、ほとんどにおいて差が見られなかった。オープンキャ
ンパスの来校者に絞っているのではないことに違いがあり比較
の対象とはならないと考えられる。基本的に学部Webサイト
は、セグメント化されたユーザーが多いと考えると、一般・セ
ンター入試を希望する者は既に管理栄養士について理解してい
るため、あえて学部の内容を閲覧する必要性を感じていないの
かもしれない。このことは表４に示した学部Webサイトのペー
ジビュー数からも見られるように、ランキングの中にはオープ
ンキャンパスに係るものが上がってこなかった。これらの情報
はいわば賞味期間が短く、すぐ次の記事が出る学部Webサイト
ではランキング入りしなかったと思われる。表５の学部Web
サイトのリスティング広告期間ごとのページビュー数のランキ
ングであるが、2018年８月22日では、「記事一覧」「卒業生紹介」
「在校生紹介」が上がってきている。特に卒業生の記事では閲
覧者が自身の将来像を結びつけて見る可能性は否定できないの
で、今後はこのような記事の更新に傾注する必要がある。
注
１）Googleアナリシスユーザー概要：セッション数、ユーザー数、ページ
ビュー数、直帰率などを期間別にユーザー層、システム、モバイルご
とに分析するツール
２）Googleアナリシス行動概要：ユーザーのWebでの行動について、ペー
ジビュー数、ページ別訪問数、平均ページ滞在時間などをサイトコン
テンツごとに分析するツール
４）Googleアナリシス集客概要：集客の原因は何か、OrganicSearch、
Direct、Referral、Socialなどをセッション数、平均セッション時間か
ら分析するツール
引用文献
１）田村幸子，学生目線による本学公式サイトのユーザビリティ評価，九
州産業大学総合基盤センターCOMMON，Vol.31，2011，18-26
２）青地克頼，佐々木弘子，須永美幸，池本真二，学生目線からの学科
Webサイト像と閲覧の現状－学生が構築する視野における学科Webサ
イトの将来像と学びの理解の関連性－，聖徳大学・聖徳大学短期大学
部研究紀要，No.28，2017，65-71
３）高橋章，上村健二，学科Webページの運用評価と改定，長岡工業高等
専門学校研究紀要，2013，No.49，13-18
４）岡本尚志，学科Webサイトリニューアルにおけるアクセス解析，聖徳
大学・聖徳大学短期大学部研究紀要，No.27，2016，95-102
５）阿部圭司，リスティング広告―成功の法則―，ソーテック社，2013，
26-27
６）森井綾，大関慎，Webサイトの有用性に関する一考察，北翔大学短期
大学部研究紀要，2009，No.47，107-110
７）長谷川旭，山住富也，森博，名古屋文理大学におけるWeb閲覧者の動
向―入学以前のWebサイト訪問状況と利用目的について―，名古屋文
理大学紀要，2010，No.10，91-95
８）長谷川旭，山住富也，名古屋文理大学におけるWebサイトの役割―オー
プンキャンパスアンケートとアクセス数に関する一考察―，名古屋文
理大学紀要，2008，No.8，157-160
川村 千波　廣木 奈津　佐々木 弘子　後藤 潔　青地 克頼 研究ノート　学部 Web サイトの現状と展望
― 41 ―
図１．学部Webサイトと大学Webサイトのセッション数の比較
図２．全学Webサイトに対する学部Webサイトの割合
図３．学部Webサイトにおけるセッション数/日の月別平均と記事更新数の推移
図４．リスティング期間ごとのセッション数の分布
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図５．学部Webサイトのリスティング期間ごとのセッション数の比較
図６．大学Webサイトのリスティング期間ごとのセッション数の比較
表１．学部Webサイトにおけるリスティング期間ごとのセッション数の比較
表２．大学Webサイトにおけるリスティング期間ごとのセッション数の比較
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図８．オープンキャンパス開催を知った理由
図７．参照元メディアの割合
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図９．検討している入試方法と全学および学部Webサイトの閲覧者数の比較
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図10．オープンキャンパス１週間前と２週間前のセッション数の比較
表３．リスティング広告のCV数
表５．学部Webサイトのリスティング期間ごとのページビュー数
表４．学部Webサイトのページビュー数（2017.02.01～2018.08.24）
